
 

 

 

  

中 学 校 

 

平成２５年度 

 

教育研究員研究報告書 

 

外 国 語 

 

東京都教育委員会 
 



目   次 

Ⅰ 主題設定の理由・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

Ⅱ 研究の視点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

Ⅲ 研究仮説・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

Ⅳ 研究の方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

Ⅴ 研究構想図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

Ⅵ 研究の内容 

１ CAN-DO リストのねらい・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

２ 発信力を高める活動例のねらい・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 
 

３ 検証授業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

Ⅶ 研究の成果と今後の課題 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２３ 
     



 研究主題「発信力を高めるための４技能の総合的な指導の工夫」 

Ⅰ 主題設定の理由 

  「中学校学習指導要領解説外国語編」では、外国語科改訂の基本方針として、「自らの考え

などを相手に伝えるための『発信力』やコミュニケーションの中で基本的な語彙や文構造を

活用する力、内容的にまとまりのある一貫した文章を書く力などの育成を重視する観点から、

『聞くこと』や『読むこと』を通じて得た知識などについて、自らの体験や考えなどと結び

付けながら活用し、『話すこと』や『書くこと』を通じて発信することが可能になるよう、４

技能を総合的に育成する指導を充実する。」（文部科学省 平成２０年９月）ことが示されて

いる。

また、「国際共通語としての英語力向上のための５つの提言と具体的施策」（外国語能力の

向上に関する検討会 平成２３年６月）には、「グローバル社会で求められる外国語能力とは、

異なる国や文化の人々と外国語をツールとして円滑にコミュニケーションを図ることができ

る能力と言える。例えば、異なる国や文化の人々と臆せずに積極的にコミュニケーションを

図ろうとする態度や、相手の文化的・社会的背景を踏まえた上で、相手の意図や考えを的確

に理解し、自らの考えに理由や根拠を付け加えて、論理的に説明したり、議論の中で反論し

たり相手を説得できる能力などが挙げられる。このようなコミュニケーション能力を育成す

るためには、講義形式の授業から、例えば、スピーチ、プレゼンテーション、ディベート、

ディスカッションなどを取り入れることにより、生徒の言語活動を中心とした授業へと改善

を図る必要がある。」と示されている。

このように、「社会や経済のグローバル化の急速な進展に伴い、単に受信した外国語を理解

することにとどまらず、コミュニケーションの中で自分の考えなどを相手に伝えるための『発

信力』を育成」（中央教育審議会答申 平成２０年１月）し、実際にコミュニケーションを目

的として英語を運用していくためには、「聞くこと」、「話すこと」、「読むこと」及び「書くこ

と」の４技能を「統合」すなわち、４技能を関連付け、複合的に活用する言語活動を取り入

れた指導が重要であると本研究では考えた。

 「各中・高等学校の外国語教育における『ＣＡＮ－ＤＯリスト』の形での学習到達目標設

定のための手引き」（文部科学省 平成２５年３月）では、学習到達目標を「ＣＡＮ－ＤＯリ

スト」の形で設定することにより、「グローバル社会に通用する高度な英語力の習得を目指す

ことのほか、学習指導要領の内容を踏まえた指導方法・評価方法の工夫・改善を行うことや、

４技能を有機的に結び付け、総合的に育成する指導につなげること、また、教師と生徒が外

国語学習の目的を共有すること」ができるとされている。

これらのことを踏まえ、本研究では、学習到達目標を「ＣＡＮ－ＤＯリスト」の形で具体

的に設定し、スピーチやプレゼンテーションなどの活動を充実させ、４技能を「総合的」す

なわち、バランスよく４技能を育成できる言語活動を行うことで、外国語を用いて自らの考

えや気持ち、事実などを相手に伝える「発信力」を高め、同時にグローバル社会で求められ

る前述したようなコミュニケーション能力の育成を目指すものとし、研究主題を「発信力を

高めるための４技能の総合的な指導の工夫」と設定した。 
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Ⅱ 研究の視点 

  本研究では、学習指導要領の目標等に基づき、４技能の総合的な指導法の工夫を行う。ま

た、指導者と学習者が外国語学習の目的を共有するために、教育研究員が所属する各学校の

状況や生徒の実態などを踏まえたうえで、「ＣＡＮ－ＤＯリスト」の作成を行う。 

Ⅲ 研究仮説 

教科書教材を通じて得た知識について、自分の体験や思い・考えなどを織り交ぜ、相手に

伝える言語活動を充実させ、４技能を総合的に育成する指導を行えば、発信力を高めること

につながるであろう。その手段として、「ＣＡＮ－ＤＯリスト」を学習者に示した上で、言語

活動を行えば、発信することへの関心・意欲・態度が高まり、発信力を伸ばすことにもつな

がるであろう。 

Ⅳ 研究の方法 

１ 基礎研究 

  学習指導要領に示された目標や内容などを分析し、教育研究員それぞれの授業実践報告を

通じて、教科書教材を活用した「発信力」を高める４技能を統合した言語活動の在り方を協

議した。その上で、「受信する→考える→発信する」学習プロセスを意識した言語活動を教

科書の単元毎に提案・実施することとした。また、ＣＥＦＲ１の日本版英語能力到達度指標

（ＣＥＦＲ－Ｊ）などを参考に、生徒の学習の状況や実態などを踏まえて「ＣＡＮ－ＤＯリ

スト」を作成した。

２ 調査研究 

  基礎研究で作成した「ＣＡＮ－ＤＯリスト」をもとに、英語を使って「できること」を診

断するアンケート（英語力「できること」調査）を作成した。そして、教育研究員の所属校

において、生徒を対象とした調査を実施し、生徒の学習到達目標の達成度を把握した。 

３ 授業の実践 

 「ＣＡＮ－ＤＯリスト」を示し、教科書等で「聞くこと」や「読むこと」を通じて受信し

た知識を、自らの体験や考えなどに照らし合わせ、「話すこと」や「書くこと」を通じて自分

の体験や思い・考えを相手に伝える活動を充実させれば、発信力を高めることにつながるで

あろう、という仮説をたてた。そして、基礎研究、調査研究の結果を踏まえ学習指導案を作

成し、教育研究員の所属校において検証授業を行った。 

４ 研究成果のまとめ 

  教育研究員による検証授業や授業実践における生徒の学習状況と、教育研究員の所属校で 

行ったアンケート調査の結果などを考察し、研究の成果をまとめた。

１「欧州言語共通参照枠（The Common European Framework of Reference for Languages ）」「各中・高等学校の外国語教

育における『ＣＡＮ－ＤＯリスト』の形での学習到達目標設定のための手引き」において、「ＣＡＮ－ＤＯリスト」の

作成に参照することが推奨されている。 
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Ⅴ 研究構想図 

 

学習指導要領の目標・内容  

○自らの考えなどを相手

に伝えるための「発信

力」やコミュニケーショ

ンの中で基本的な語彙

や文構造を活用する力、

内容的にまとまりのあ

る一定した文章を書く

力を身に付ける。

○「聞くこと」や「読むこ

と」を通じて得た知識な

どについて、自らの体験

や考えなどを結び付け

ながら活用し、「話すこ

と」や「書くこと」を通

じて発信する力を養う。  

中学校の指導の実態 

○「コミュニケーショ

ン能力の基礎の育

成」を目指して、「聞

くこと」や「話すこ

と」の指導に重点が

置かれている。

○「読むこと」や「書

くこと」の指導に十

分な時間が充てら

れていない。

○英語をコミュニケ

ーションの手段と

して使用する活動

を積み重ねる必要

がある。 

＜目指す生徒像＞ 

○受信した知識などを、自分の体験や考えなどを結び付けながら活用し、コミュニケーシ

ョンの中で自分の考えなどを相手に発信することができる。

○語彙や文構造などについての知識をもっているというだけでなく、実際にコミュニケー

ションを目的として英語を運用することができる。 

研究主題：発信力を高めるための４技能の総合的な指導の工夫 

＜研究仮説＞ 

教科書教材を通じて得た知識について、自分の体験や思い・考えなどを織り交ぜ、相手に

伝える言語活動を充実させ、４技能を総合的に育成する指導を行えば、発信力を高めるこ

とにつながるであろう。その手段として、「ＣＡＮ－ＤＯリスト」を学習者に示した上で、

言語活動を行えば、発信することへの関心・意欲・態度が高まり、発信力を伸ばすことに

もつながるであろう。 

＜研究内容＞ 

○教科書教材を活用した「発信力」を高める４技能を統合した言語活動の在り方 
「受信する→考える→発信する」学習プロセスを意識した言語活動の提案・実施 

○学習到達目標「ＣＡＮ－ＤＯリスト」の作成 
ＣＥＦＲ－Ｊなどを参考にしたリストの作成と、学習到達目標に関するアンケート調査

の実施・分析 

研究の成果と課題 

「国際共通語としての英

語力向上のための５つの

提言と具体的施策」 

○グローバル社会で求め

られる、異なる国や文

化の人々と外国語をツ

ールとして円滑にコミ

ュニケーションを図る

ことができる能力の育

成が急務である。

○コミュニケーション能

力を育成するために

は、講義形式の授業か

ら、生徒の言語活動を

中心とした授業へと改

善を図る必要がある。  
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Ⅵ 研究の内容 

１ ＣＡＮ－ＤＯリストにおける学習到達目標設定 
『国際共通語としての英語力向上のための５つの提言と具体的施策』（平成２３年６月）で

は各中・高等学校において生徒に求められる英語力を「ＣＡＮ－ＤＯリスト」の形で具体的

に設定することを提言している。これを受けて、平成２５年３月に文部科学省が発行した「各

中・高等学校の外国語教育における『ＣＡＮ－ＤＯリスト』の形での学習到達目標設定のた

めの手引き」では、英語能力到達度指標（ＣＥＦＲ）などを参考に、生徒や地域の実態に応

じて、卒業時の学習到達目標を定め、卒業までに生徒が付ける能力の全体像を４技能別・学

年別に「ＣＡＮ－ＤＯリスト」の形でまとめ、生徒が身に付ける英語能力の全体像を明らか

にすることとしている。

本研究ではＣＡＮ－ＤＯリスト作成に当たり、ＣＥＦＲ－Ｊからサンプルを抽出し、研究

員所属校の生徒たちがどの程度英語を「できる」と感じているかについて、１年生から３年

生までの全学年を対象に調査した。これは、到達目標が生徒の実態から離れることのないよ

うにするためである。各学校において調査した項目は５ページ掲載のとおりである。この結

果を基に、卒業時の到達目標を設定するために、３年生の調査結果に注目し、３年生がある

程度できると感じているが達成されていない項目から、ＣＥＦＲ－Ｊレベルで最も高いレベ

ルを中学校３年生のレベルとした。結果の中にはＣＥＦＲ－Ｊでは下のレベルの項目である

のに、生徒が「できない」と感じているものがあったり、逆に内容や上のレベルの項目であ

るのに、「できる」と感じているものがあったりする。それは、生徒が実際に授業で行ってい

る活動ではないからであるという可能性が部会では意見として出された。卒業時の達成目標

を設定後、２年生はＣＥＦＲ－Ｊで一つ下を、１年生は二つ下を設定した。 

２ 発信力を高める言語活動例について 

  発信力を高めていくためには、４技能を総合的に育成することが大切である。「読むこと」

や「聞くこと」によって知識を得ることに併せて、それらを自らの体験や考えなどに照らし、

「話すこと」や「書くこと」に結びつけることが大切である。そのためには、教科書教材を

活用し、４技能を統合した言語活動の効果的な指導法の工夫を行う必要があると本研究では

考えた。

そこで、本研究の「教科書教材を通じて得た知識について自分の体験や思い・考えなどを

織り交ぜ、相手に伝える言語活動を充実させ、４技能を総合的に育成する指導を行えば、発

信力を高めることにつながるであろう。」という研究仮説に基づき、①教科書の内容を理解す

る（受信する）、②理解した知識などを自分の体験や考えなどを織り交ぜ、相手に伝えるた

めの情報を整理する（考える）、③その情報を「話すこと」や「書くこと」によって表現す

る（発信する）、という学習プロセスを意識した活動が大切であると考えた。 
本研究では、この「受信する→考える→発信する」という学習プロセスを意識し、教科書

本文の内容を活かして、発信力を高めることを目的とした言語活動例を提案した。この際に

留意した点は、教科書の内容をまとめるだけではなく、学習した内容を基に、自分の考えや

意見を織り交ぜて発表することを前提とした点である。生徒の実態に応じて実践できるよう

に、現行の教科書全てにおいて各学年・単元ごとに７ページから 12 ページに示した。 



付録１－(1) TOKYO CAN-DO LIST 英語力「できること」調査結果（第３学年） 

 

１：ほとんどできない  ２：あまりできない  ３：ある程度はできる  ４：ほぼできる 
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TOKYO CAN-DO LIST                    

技能 第１学年(学年末) 第２学年(学年末) 第３学年(学年末) 

 

ゆっくりはっきりと話されれば、

自分自身や自分の家族・学

校・地域などの身の回りの説

明を理解することができる。 

ゆっくりはっきりと話されれば、

スポーツ・料理などの指示を聞

いて理解し、指示通りに行動す

ることができる。 

ゆっくりはっきりと話されれば、

行事や習慣などの説明を理解

することができる。 

ゆっくりはっきりと話されれば、

買い物や外食などに必要な指

示や説明を理解することがで

きる。 

ゆっくりはっきりと話されれば、

作業（料理、工作など）の指示

を、絵や写真で確認しながら、

聞いて理解できる。 

自分の周りで話されている長い

会話の要点を理解することがで

きる。 

 

教科書で学んだ表現を用いて

書かれた、スポーツ・音楽・旅

行などの話に関する文章を、

イラストや写真も参考にしなが

ら理解することができる。 

教科書で学んだ表現を用いて書

かれた人物や場所、日常生活な

どの説明文を理解することがで

きる。 

簡単な英語で表現されていれ

ば、旅行ガイドブック、レシピな

どから必要な情報を探すことが

できる。 

教科書で学んだ表現を用いて

書かれた物語を、イラストや写

真も参考にしながら理解する

ことができる。 

教科書で学んだ表現を用いて書

かれた物語や、歴史的に有名な

人物の紹介文などを理解するこ

とができる。 

生活、趣味、スポーツなどを扱っ

た文章の大事なところを理解し

たり、必要な情報を探すことがで

きる。 

 

 

簡単なつなぎ言葉を使って、

道案内をすることができる。 

簡単な英語で、ゆっくりとはっき

り話されれば、意見や気持ちを

やりとりすることができる。 

学校・趣味・将来の希望につい

て、簡単な英語を使って、意見

や情報を交換することができる。  

絵やものなどのを用いて、情

報を伝え、それについて簡単

な意見交換することができる。  

店・駅・空港などで、簡単な語や

表現を用いてやり取りができる。  

自分の関心のある話題につい

て、簡単な英語を用いて、会話

を続けることができる。 

 

 

メモを見ながら、短い自己紹

介をすることができる。 

メモを見ながら、写真・絵・地図

などを利用して簡単な語句や文

で自分の毎日の生活に直接関

連のあるトピック（自分のこと、

学校のこと、地域のことなど）に

ついて、短いスピーチをすること

ができる。 

使える語句や表現をつないで、

自分の経験や夢、希望を順序だ

て、話しを広げながら、ある程度

詳しく語ることができる。 

写真・絵・地図などを利用し

て、身近なこと（学校や地域な

ど）について短い話をすること

ができる。 

メモを使いながら、自分の意見

や行動計画を理由を添えて言う

ことができる。 

自分の考えを事前に準備して、

メモを見ながら、馴染みのあるト

ピックや自分に関心のある事柄

について語ることができる。 

 

辞書を用いて、自分がしたこと

について書くことができる。 

自分に関わりのある内容であれ

ば、招待状や手紙、メッセージな

どを書くことができる。 

身の回りの出来事や趣味、場

所、仕事などについて、自分の

経験や自分に関わりのある事柄

であれば、まとまりのある文章を

書いて説明することができる。 

複数の文を用いて、趣味や好

き嫌いについて書くことができ

る。 

日記や写真、事物の説明文など

のまとまりのある文章を書くこと

ができる。 

聞いたり読んだりした内容（生活

や文化の紹介などの説明や物

語）であれば、教科書で学習し

た表現等を用いて、感想や意見

などを書くことができる。 

英検 ５級 ４級 ３級 

CEFR-J

レベル 

聞く・話す：A2.1 

読む・書く：A1.3 

聞く・話す：A2.2 

読む・書く：A2.1 

聞く・話す：B1.1 

読む・書く：A2.2 
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付録２－(1) 発信力を高める言語活動例（COLUMBUS 版） 
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付録２－(2) 発信力を高める言語活動例(NEW CROWN 版) 
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付録２－(3) 発信力を高める言語活動例（NEW HORIZON 版） 
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付録２－(4) 発信力を高める言語活動例（ONE WORLD 版） 
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付録２－(5) 発信力を高める言語活動例（SUNSHINE 版） 
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２－(6) 発信力を高める言語活動例(Total 版)  
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３ 検証授業Ａ 
  第１学年で、次に示す検証授業を行った。

(1) 使用教科書 SUNSHINE ENGLISH COURSE 1（開隆堂） 
  単元 PROGRAM 5 「国際フードフェスティバル」 

(2) 単元の目標 

  ア  ペア活動、グループ発表などの言語活動に積極的に参加しようとする。

  イ 指示代名詞（this /that）、疑問詞（Where）、人称代名詞（he/she）を用いた文を理解した   

上で、対話できる。 

  ウ 身の回りの物を紹介したり、どこにあるかを尋ねたりできるようにする。

 エ 人物を紹介できるようにする。 

(3) 単元の評価規準 

ア コミュニケーシ   
ョンへの関心・  

    意欲・態度 

イ 外国語表現の能力  ウ 外国語理解の能力  エ 言語や文化に 
ついての知識・ 
理解 

① 教師や他の生徒の

英語を理解し、答

えようとしてい

る。 
② 口頭練習や人物紹

介等の言語活動に

積極的に参加しよ

うとしている。 
 

① 指示代名詞（this    

/that）、疑問詞  
（Where）、人称代

名詞（he/she）を

用いた文を使っ

て、正しく話した

り、書いたりでき

る。 
② 人物紹介を書いて  

発表できる。 

① 指示代名詞（this  
/that）、疑問詞    

（Where）、人称代

名詞（he/she）を

用いた文を聞いた

り読んだりして、

その内容を理解で

きる。 
② まとまった内容の  

文章を聞き取り、

要点を理解でき

る。 

① 指示代名詞（this   

  /that）、疑問詞  
 （Where）、人称代   
  名詞（he/she）を 
  用いた文の形、 
  意味、用法が理 
  解できる。

② 各国の食文化等を

知り、文化の違い

について理解でき

る。 

  

(4)指導観 
ア 単元観 

言語材料は、指示代名詞（this /that）、疑問詞（Where）、人称代名詞（he/she）である。こ

うした、指示代名詞、疑問詞、人称代名詞の使い方を正しく理解させた上で対話させ、身

近な人物を紹介できるように指導する。ペア活動からグループ発表へと発展させ、多くの

人に情報を伝える体験を与える。 

イ 教材観 
指示代名詞、疑問詞、人称代名詞の使い方を理解するだけでなく、正しい形が自然に使え
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るように指導したい。また、he / she の音声が曖昧にならないようにしっかりと言い分ける

発話を意識させたい。 

(5) 年間指導計画における位置付け 

１学期では、一般動詞、be 動詞、疑問詞、名詞の複数形等を学んだ。２学期は、指示代名

詞 this / that 、疑問詞 Where と場所を表す前置詞、そして今回、主格の人称代名詞 he / she が

新出である。この後、一般動詞の三人称単数現在形を学び、目的格の人称代名詞 him / her へ

つながっていく。

   １学期自己紹介スピーチを行った。２学期の最後には、それまでに学んだ知識を活かして、

第三者の人物紹介のスピーチを行う予定である。 

(6) 単元の指導計画と評価計画（7 時間扱い） 

 学習活動・学習内容 評価規準 
第１時 教科書 PROGRAM 5 全体の導入 

Section 1 : This is . / Is that ? / Yes, it is. / No, it isn t. 

の文法 

（友達や身の回りの物を紹介したり、尋ねたり答えた

りできるようにしよう。） 

ア‐①、②  イ‐① 
ウ‐① 

第２時 Section 1 : 教科書 p.51 本文の内容理解・音読 ア‐①、②  ウ‐② 
エ‐② 

第３時 Section 2 : Where ? / It s . の文法 

（どこにあるのかを尋ねられるようにしよう。） 

ア‐①、②  イ‐① 
ウ‐① 

第４時 
 

Section 2 : 教科書 p.53 本文の内容理解・音読 ア‐①、②  ウ‐② 
エ‐② 

第５時 Section 3 : He is  . / She is  .の文法 

（家族について話せるようにしよう。） 

ア‐①、②  イ‐① 
ウ‐① 

第６時 
 

Section 3 : 教科書 p.55 本文の内容理解・音読 ア‐①、②  ウ‐② 
エ‐② 

第７時 
（本時） 

Section 3 の復習（post-reading 活動） 

人物紹介を書いて発表（ペア・グループ） 
ア‐①、② 
イ‐①、② 

(7) 研究主題との関わり（発信力を高めるための４技能の総合的な指導の工夫） 

     この単元では、「国際フードフェスティバル」や登場人物の家族紹介の会話文の読み取り

だけではなく、そこで使われている表現を活用して「人物紹介スピーチとして表現するこ

と」で、「学んだことを英語を通して発信する」ことへつなげる。 
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(8) 本時 

ア 本時のねらい 
    ① 言語活動や発表活動を通じて、he / she の定着を図る。

   ② 人物紹介の発表を積極的に行い、発信力を養う。 

        

 
イ 本時の展開 

 

指導過程 

 

 

教師の指導 

 

生徒の活動 

指導の留意点 

 ◎ 評価規準（方法）  

 ● 教材・教具 

1 Greeting 

 本時のねらい 

・ 英語で挨拶をする。  

・ 本時のねらいについ   

   て生徒に伝える。(掲  

   示) 

・ 一斉に英語で教師の

挨拶に答える。 

  

・ 本時のねらい(掲示)  

 「he / she を使って身   

 近な人を紹介しよう」  

2 Warm-up 

 BINGO GAME  

     ５分 

・ 単語を読み上げる。  ・ 単語を聞き取り、ペ   

   アでの対戦をする。  

● BINGO 

3 Review of      

  PROGRAM 5-3 

  

       

                  

     ８分 

・ 前回の内容の理解を

英問英答で確認す

る。 

・ Choral Reading 

 

・ 教師の発話を集中し

て聞き、質問に答え

る。 受信する 

・ 登場人物の気持ちが  

   聞き手に伝わるよう   

   に音読する。        

・ 生徒の反応を見なが   

   ら、答えにくい様子

が見られた時には同

じ内容を答えやすい

ように言い換える。  

     

    ◎ア①（観察）  

4 Writing Task 

 Introducing  

      a person 

  

  

    １０分 

・ 教師によるデモンス   

   トレーションを行  

   う。(ワークシートの  

   紹介例を使用する。)  

・ ワークシートを使い、  

   人物紹介の書き方を

説明する。 

・ 教師の英語を聞いて  

   理解する。          

・ 自分で書く文を考え  

   る。       考える 

・ 自分で文を書く。(ペ  

アでの助け合いを行  

う。)                

・ 活動が滞っている生  

  徒を支援する。また、 

   生徒が共通してつま

ずいている箇所を板

書し、説明を加える。  

● ワークシート 

    ◎ア②（観察）  



 

・ 机間指導を行う。 

5 Practice  

      in pairs 

      

  

      

         １０分 

・ ワークシートを見な  

   いで人物紹介を言え

るように指示する。

・ 机間指導を行う。

 

・ ペアで発表し合う。  

           発信する 

・ ワークシートを見な  

   いで人物紹介を言え

るようになるように

練習する。 

・ ペアを支援する。

・ 共通の誤りを指摘す

る。 

     ◎イ①②（観察）  

● ワークシート 

   

 

6 Group Work 

   

   

      ５分 

・ ４人グループを作り、  

   発表するように指示    

   する。

・ グループの中でベス  

   トスピーカー１人を    

   推薦させる。 

・ ４人グループで発表    

   する。    発信する  

 

・他の生徒の発表をよく

聞き、班の中でベスト

スピーカーを決める。  

・ グループを支援する。  

       

   

    ◎イ②（観察）  

7 Presentation 

  

        

        

        

        

       １０分 

・ 各グループのベスト   

   スピーカーに、学級

全体にむけて発表さ

せる。 

・ １人のスピーカーの  

   発表が終わるごと    

に、教師が学級全体

にベストスピーカー

の発表内容に関する

英問英答を行い、内

容の理解の程度を確

認する。 

・ 各グループのベスト  

   スピーカーは前へ出  

   て、１人ずつ発表す  

   る。     発信する  

・ 教師の英問に答え

る、人物紹介の内容

を確認する。        

・ 発表者を支援する。  

・ 発表者の良かった点  

   をほめる。

    

     ◎ア①（観察）  

8 Consolidation 

      

  

      ２分 

・ 本時の he / she の使

い方を再確認する。  
 

・本時に学んだ内容を確

認する。

 

・ 簡潔にまとめる。

・ 本時のねらい(掲示)  

  「he / she を使って身  

    近な人を紹介しよ 

    う。」 

9 Greeting ・ 英 語 で 挨 拶 す る  

る。 

・ 英語で教師の挨拶に

答える。 
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受信する  ・教師のデモンストレーションによる人物紹介の内容を理解する。 

考える   ・人物紹介の内容を生徒自ら考える。 

発信する  ・自分の書いた人物紹介をペア、グループ内のメンバー、学級全体へ伝える。 

【生徒の作品例】 

・ This is Kazuma.  He is my brother.  He s a student at Kyuden Elementary School.   
   He is fine.

・ This is Ryunosuke.  He is my brother.  He s a kindergarten student.  He is cute.

・ This is Tanaka Masahiro.  He is a professional baseball player.  He has some world records.    
His nickname is Ma-kun. 

・ This is Keisuke.  He is a member of Southern All Stars.  He s a musician.  He is famous.
・ This is Date Mikio.  He is a comedian.  He is very funny.  He is very famous.
・ This is Yuki.  He is my brother.  He plays in a marching band.  He is cool.
・ This is my father.  He is a business person.  He likes sport fishing.
・ This is Rola.  She is cute.  She s from Tokyo.  She is a model.
・ This is Kyoko.  She is my mother.  She is a cartoonist.  She is kind. 

  

 

(9) 授業を終えて ～成果と課題～ 

ア 成果 

・ 教科書で学習した英語らしい発音方法や慣れ親しんだ文の形が人物紹介の発表や英作文

をする際に役立つ様子が見て取れた。 

・ 教師の指導として一斉指導・個人指導を、活動形態としてペア活動・グループ活動・学

級全体に向けた発表を使い分けること、また ICT 機器を使用して生徒の興味・関心を喚

起することで生徒は人物紹介の発表を積極的に行い、発信力を養うことにつながった。 

イ 課題 

・ 教科書本文の内容理解を、暗唱できるレベルまで高めていけば、その後のワークシート

を使った英作文にさらにスムーズに移行できたのではないか。 

・ 人物紹介文を書き終えた後、個人で読む練習をしっかりと行った後にペアで発表する活

動に移れば、ペアでの発表活動がさらに活発になったのではないか。 

・ ベストスピーカーによる学級全体への発表時は、グループで座った座席から正面を向い

た座席にした方がより集中して聞けたのではないか。

 

※生徒が授業の中で書いた英文は英語と

しての誤りを指摘する、よりよい表現

があれば提示するなどして添削し、後

日返却した。 
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４ 検証授業Ｂ 
  第３学年で、次に示す検証授業を行った。

(1) 使用教科書 TOTAL ENGLISH Book 3（学校図書） 
  単元 LESSON 4   Speech A Man s Life in Bhutan   

(2) 単元の目標 

ア 現在分詞・過去分詞の後置修飾や＜主語+tell, want など+目的語+to 不定詞＞を用いて、

相手に尋ねたり、適切に応答することができる。 

イ 現在分詞・過去分詞の後置修飾や＜主語+tell, want など+目的語+to 不定詞＞の文構造を

理解する。 

ウ ブータンの地理と、西岡京治さんがブータンで行った活動を理解する。

エ スピーチを読んでナナの主張を理解する。

オ 本文の内容について感想を交えながら発表することを通して、自らの考えを相手に伝え

るための「発信力」を育てる。 

(3) 単元の評価規準 

ア コミュニケーショ

ンへの関心・ 
意欲・態度 

イ 外国語表現の能力 ウ 外国語理解の能力 エ 言語や文化に 
ついての知識・ 
理解 

①ペアやグループ間

で協力して積極的に

言語活動に参加し、  

コミュニケーション

を図ろうとしてい

る。 
②間違うことを恐れ

ず、意欲的に英文を

書こうとする。 

①現在分詞・過去分詞

の後置修飾を用いた

文や＜主語+tell, 
want など+目的語

+to 不定詞＞の文を

用いて、正しく話し

たり、書いたりでき

る。 
②本文の場面や人物

の気持ちに即して適

切に音読することが

できる。 
③教科書の内容やブ

ータンや西岡京治に

ついて得たことを英

文にまとめたり、発

表したりできる。 

①現在分詞・過去分詞

の後置修飾を用いた

文や＜主語+tell, 
want など+目的語

+to 不定詞＞の文の

文を聞いたり読んだ

りして、その内容を

理解できる。 
②本文の内容を正し

く読み取ることがで

きる。

 

①現在分詞・過去分詞

の後置修飾の文＜主

語+tell, want など+
目的語+to 不定詞＞

の文構造を理解でき

る。 
②ブータンの地理と、

西岡京治がブータン

で行った活動を理解

する。 
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(4) 指導観 
ア 単元観 
  本単元では、ブータンでの農業支援に当たった西岡京治さんについて、登場人物のナ

ナが行ったスピーチが題材である。国際理解に貢献した日本人についてのスピーチを通し

て、国際協力の大切さを学ばせたい。また、本単元で学習したことを通して、スピーチの

構成方法に習熟させ、スピーチ原稿を作る参考とさせたい。 

   言語材料としては現在分詞と過去分詞の後置修飾と＜主語+tell, want など+目的語+to 不

定詞＞の文構造を扱う。特に分詞を用いる後置修飾については、文の中での修飾関係をし

っかり理解しないと、文の正しい理解につながらない。また、次の課で、関係代名詞とい

う生徒がつまずきやすい後置修飾を学習するため、準備としても本単元の学習は重要なポ

イントとなる。これまでの英語学習の中で、文の構造を十分に理解せず、単語の意味を漠

然と組み合わせて英語を理解しようとしてきた生徒は、分詞の後置修飾の学習に行き詰ま

りを見せる可能性が高いと考え、なるべく多くの文のインプットを与え、基本的な文構造

をしっかりと定着させた上で活動を行いたい。 

 
イ 教材観 
 ワークシートを用いて文の構造を理解させながら、ペアワーク、パターンプラクティス

等の練習を通しての定着を図るとともに、英語によるオーラルイントロダクションや、絵・

写真などの視覚教材を用いて、題材についての興味・関心を全ての生徒から引き出す。 

(5) 年間指導計画における位置付け 

   後置修飾の学習では、文の構造が複雑で意味が取れない生徒が見受けられる。本単元で学

ぶ、分詞による後置修飾と次の単元で学ぶ関係代名詞による後置修飾は文構造が類似してい

るため、本単元の学習を通して、次に学ぶ関係代名詞の円滑な導入につなげる。

   また、人物をテーマにしたスピーチ文の読み取りを通して、その人物を詳しく描写する際

には、後置修飾のような複雑な表現が必要になることを理解させた上で、読み取りで身に付

けた表現をスピーチを作る際に使おうとする意欲を育てる。 

(6) 単元の指導計画と評価計画（８時間扱い） 

 学習活動・学習内容 評価規準 

第１時 
現在分詞の後置修飾を用いた文の導入 
Lesson4 全体の概要理解 

ア‐①、② ウ‐①  
エ‐② 

第２時 
現在分詞の後置修飾を用いた文の練習 
教科書 p.54,55 の導入 

ア‐①、② イ‐①  
ウ‐① エ‐①、②  

第３時 教科書 p.54,55 の内容理解、音読、post-reading 活動 
ア‐② イ‐②、③  
ウ‐② エ‐② 

第４時 
過去分詞の後置修飾を用いた文の導入、練習 
教科書 p.56,57 の導入 

ア‐① イ‐① 
ウ‐① エ‐① 
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第５時 教科書 p.56,57 の内容理解、音読、post-reading 活動 
ア‐② イ‐②、③  
ウ‐②、③ エ‐②  

第６時 
＜主語+tell, want など+目的語+to 不定詞＞の文の導

入、練習、教科書 p.58,59 の導入 
ア‐① イ‐① 
ウ‐① エ‐①、②  

第７時 
（本時）  

教科書 p.58,59の内容理解、音読、post-reading活動 
ア‐①、② イ‐③  
ウ‐② エ‐② 

第８時 

Lesson4 のまとめの言語活動「受信する 考える 発

信する」 
（ブータン人の立場になって、西岡さんの活動を発表

しよう） 
原稿作成 

ア‐①、② イ‐③  

ウ‐② エ‐② 

第９時 

Lesson4 のまとめの言語活動「受信する 考える 発

信する」 
（ブータン人の立場になって、西岡さんの活動を発表

しよう）発表 

ア‐① イ‐③  
エ‐② 

(7) 研究主題との関わり（発信力を高めるための４技能の総合的な指導の工夫） 

    この単元の学習では、単に「国際理解に貢献した人」についてのスピーチの読み取りだけ 
   ではなく、その人物について、「ブータン人の立場になって、西岡さんの活動を発表しよう」 
   というテーマで国際支援を受けた国の人々の立場からまとめて発表することで、「学んだこ 
   とを英語を通して発信する」ことへつなげたいと考えている。

    なお、この発表活動は本研究で提案している単元のまとめとしての「受信する→考える

→発信する」学習プロセスを意識した言語活動である。この「発信力」の育成を目指した

活動を成功させるためには、単位時間内に行う一つ一つの学習活動において、意識的に４技

能の総合的な指導工夫を行うことが大切である。さらに、「聞くこと」「読むこと」を通して

得た知識等について、自らの体験や考えなどを交えて「話すこと」「書くこと」に結びつけ

ることも必要である。教科書のセクションの学習においても常に「発信力」を高めることを

意識して授業を展開したい。 

(8) 本時 

 ア 本時のねらい 
  ①教科書の内容を理解し、西岡京治さんの生き方を学ぶ。

  ②西岡京治さんから学んだことを簡単な英語に表して発表する。
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●教材・教具 

1 Greeting 

 

１分  

・英語で挨拶する。 

・本単元のＣＡＮ－ＤＯリストの目標である「西岡京治さんの活動をブータンの人々の立

場に立って発表する」ことを踏まえ本時の学習内容を確認させる。 

2 Presentation  

  ((LLeessssoonn44BB    

post-reading) 

４分  

・発表のペアを指名するとともに、

発表の聞き方も確認する。 

・前課の内容を発展させたスキッ

トを１、２ペアが発表する。 

・他の生徒はスキットの内容を確  

 認する。 

  

  

  

 ◎イ③（観察）  

3 Review of 

 Lesson4C 

 

５分  

・生徒にブータンや西岡京治さん

や彼の活動に関する質問を英語

でし、背景知識を確認する。 

・ワークシートの Warm-Up を読み

直し、西岡さんが広めた稲作の技

術についての理解を深めさせる。  

・教師の質問に英語で答え、これ

までに学んだブータンや西岡

京治さんの活動を振り返る。 

受信する   

・ワークシートの Warm-Up を読

み直し、西岡さんが広めた稲作

方法への理解をさらに深める。  

受信する   

・生徒から引き

出すように心

掛ける。 

●ピクチャーカ

ード 

●ワークシート  

・生徒の反応を

見ながら補足

説 明 を 加 え

る。 

4 VVooccaabbuurraarryy    

  Input 

 

３分  

・ワークシートの新出単語の音読

練習をさせる。 

・ペア同士で新出単語の意味を確

認させる。 

・ワークシートの新出単語の音読

練習をする。 

・ペア同士で意味を確認しあう。  

●ワークシート  

 ◎エ③（観察）  

5 Reading 

Aloud 

 

７分  

1. CD Listening 

2. Choral reading 

 

3. Buzz reading 

・英語らしく音読できるように発

音を再確認する。 

・イントネーション、リズム、ポ

ーズなどに留意して練習する。  

・暗唱することを念頭に、個人で

練習する。 

●CD player 

  

  

  

  

 ◎イ②（観察）  

    

実際に授業で発表したスキット *BF=Bhutanese farmer  N=Mr.Nishioka 

BF:  Mr.Nishioka, please help me.  We are very hungry.  We want more food.
N:   OK, I have good seed brought from Japan.  If you plant these seeds, you will get  

more harvests.  So you can eat more delicious food. 
BF:  Really?  It s a good idea.  If we can eat more, we will be very happy.
N:   Then let s plant these seeds like this. （種を植えるジェスチャー） 
BF:  Where are my vegetables?  I want to eat vegetables soon.
N:   Please wait for three months.   
BF:  No, I can t wait.  I m very hungry NOW! 

イ 本時の展開 

指導過程 教師の指導 生徒の活動 

指導の留意点 

◎評価規準 

（方法） 
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6 

While-reading  

 

１０分  

・本文をペアで英語から日本語に

直させ、意味を確認させる。 

・ワークシートの T-F quiz に取り組

ませ、本文の理解をさらに深めさ

せる。 

・ペアで協力して、本文を英語か

ら日本語に直して、本文の内容

をつかむ。 

・ワークシートの T-F quiz に取り

組ませ、本文についての理解を

さらに深める。    考える   

・机間指導をす

る。 

 

●ワークシート  

 ◎ウ②（観察）  

7 

Post-reading 

 

１８分  

・自分がブータン国王になったと

したら、ダショーの称号授与式で

どんな祝辞を言うかを考えさせ

て、英文で書かせる。 

・西岡さんの一生を振り返り、印

象深いエピソードを踏まえて、

間違いを恐れずに伝えたいこ

とを英文で表す。 

          考える ・発信する   

・途中、未完成であってもブータ

ン国王のスピーチをペアで読

み合う。 

 

●ワークシート  

・モデルとなる

英文を提示す

る。 

・活動が滞って

いる生徒には

個 別 指 導 す

る。 

・完成している

生徒に発表さ

せる。 

◎ア②③イ③  

（観察）  

  

  

  

  

  

  

  

8 

Consolidation  

２分  

・ナナのスピーチの結論を板書し

て、もう一度確認する。 

・宿題（発表）の指示をする。 

・ナナの主張を改めて理解し、共

有する。 

 

 

 ◎エ②（観察）  

9 Greeting ・英語で挨拶する。 

 受信する 西岡さんが広めた稲作方法への理解をさらに深め、彼の活動を振り返る。 

 考える  西岡さんの一生を振り返り、伝えたいことを考える。 

 発信する ブータン国王の立場で、西岡さんへの感謝の気持ちを英文に表して発表する。 

(9) 授業を終えて ～成果と課題～ 

    本時の授業では、単元で学習した内容をスキットやスピーチの形式で発表することを通

して、「発信力」の育成を目指してきた。第８時では、少人数学級に分かれ、生徒全員がブ

生徒のスピーチ作品例  
   You changed our old way of farming.  Most of our people were not interested.  I thought 

you would give up.  But you didn t give up our people.  You decided to grow vegetabblleess  ffiirrsstt..    

People began to trust you because you grew vegetables very well.  People asked you to help 

tthheemm  mmoorree..  TThheeyy  ssaayy,,    NNiisshhiiookkaa  ss  wwoorrkk  hhaass  cchhaannggeedd  oouurr  lliivveess  aanndd  wwiillll  hheellpp  uuss  ffoorr  aa  lloonngg  ttiimmee..      

I think the important thing is to give others both our time and skills.  Thank you very much. 
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ータン国王の立場になってのスピーチを行うことができた。「受信する→考える→発信す

る」という学習プロセスを意識して行う言語活動が、英語力の育成に有効な手段であるこ

とが実証できたと考える。

また、協議会においては、学んだことを英語を通して発信するためには、１年時から意

識的に４技能を組み合わせた指導を繰り返し行うことの重要性を改めて認識した。 

Ⅶ 研究の成果と課題 

１ 発信力を高める活動の成果と課題 

主題設定の理由で取り上げた「国際共通語としての英語力向上のための５つの提言と具体的

施策」にある「スピーチ、プレゼンテーション、ディベート、ディスカッションなどを取り入

れることにより、生徒の言語活動を中心とした授業へと改善を図る必要がある」を受けて、今

までは教科書教材の内容理解に指導の重きを置くことが多かった授業を、教科書教材を用いて

４技能を組み合わせた活動を取り入れた統合的な授業へ変化させる方法について話合いを重ね

た。教科書の内容を理解した上で、教科書の本文やそこで学習した文構造を活用して、自分の

体験や思い･考えを相手に伝える活動に着目し、各教科書の単元終了後に取り組むことのできる

活動を検討した。それが各教科書の「発信力を高める言語活動例」である。

活動例を検討するに当たり、発信力を高める効果的な言語活動について繰り返し話合いをし

た。読んだり、聞いたりして受容した知識などを、自分の体験や思い・考えなどと結び付けな

がら活用して相手に発信するためには、文構造だけでなく、教科書教材の内容も理解した上で

取り組むことのできる活動が効果的であることを検証して、現行の全ての教科書の全ての単元

にどのような活動が妥当であるか検討し、提案するに至った。

 こうした活動を取り入れることで、教科書教材の内容理解に始まり（「受信する」）、教科

書教材から得た情報を、自分の体験や思い・考えを表現するために選択して整理し（「考える」）、

文章で表したり、口頭発表したりする（「発信する」）ことへとつなげることができる。検証

授業では、教科書の内容を理解した上での活動のため、生徒たちの取組はスムーズで、教科書

の表現を用いながら意欲的に自分の体験や思い･考えを発信しようとする姿が見られた。また、

こうした活動を各単元のまとめとして行うことにより到達目標を明らかにすることができるた

め、生徒の発信することへの意欲を高めること、４技能をバランスよく総合的に指導するとい

う教師の意識を高めることにもつながることが確認できた。

 しかし、こうした活動は継続的に行わなければ効果はあがらないことから、ある単元で単発

的に取り入れても十分な成果をあげることはできないであろう。本報告書の７ページから 12

ページに挙げたような言語活動を計画的、継続的に取り入れることで、生徒たちが多くの情報

を受信し、得た情報から表現する内容を考え、自ら表現しようとする意欲を高め、発信力を向

上させることにつながっていくと考えられる。３年間を見通して、どのような力を付けるため

に、どんな活動が必要なのかを教師がしっかりと把握し、計画的に４技能をバランスよく総合

的に指導していく工夫が求められる。そのためにも、発信力を高める活動は、各学年や単元の

目標を踏まえたものでなければならない。最終到達目標に至るまでに段階を経た効果的な指導

を工夫していくためには、ＣＡＮ－ＤＯリストが必要性であることを明らかにできたと考える。
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２ ＣＡＮ－ＤＯリストの成果 

(1) 生徒が身に付ける能力の明確化による生徒の指導と評価の改善 
検証授業においては、「表現の能力」と「理解の能力」について、生徒が身に付ける能力を

明確化して授業に臨むことで、教師が能力を意識した指導と評価を行うようになり、授業改

善に生かすことができた。 
(2) ４技能をバランスよく育成し、自らの考えを適切に伝える力を養う工夫 

ＣＡＮ－ＤＯリストで４技能別の生徒の学習到達目標を設定することで、授業の中で４技

能をバランスよく総合的に育成することを教師が意識し、発信力を養う指導の工夫ができた

ことから、コミュニケーション能力の育成につながった。 
(3) 到達目標の共有による主体的に学習する態度・姿勢の育成 

検証授業では、「ＣＡＮ－ＤＯリスト」を学習者に示し、教師と生徒がその授業でできるよ

うになること（到達目標）を共有することで、言語活動の目標を明らかにすることができた。

従来の授業に比べ、より生徒が主体的に学習に取り組もうとする姿勢が見られ、発信力を高

めることにつながった。また、授業の終わりに生徒に目標を再確認させることにより、生徒

が自らの学習内容を振り返る機会とした。 
 
３ ＣＡＮ－ＤＯリストについての課題 
(1) 生徒の学習状況や実態把握に関する課題 

ＣＡＮ－ＤＯリストの作成に当たっては、卒業時の学習到達目標の設定と、それに対応し

た学年ごとの学習到達目標の設定のために、研究員の所属校において調査を実施し、生徒の

学習状況や英語でできると感じていることの実態の把握を試みた。リストを作成するに当た

り、ＣＥＦＲ－Ｊなどを参考にして、具体的な能力記述文による「調査」を作成した。調査

結果から学年ごとの英語でできると感じていることの実態を読み取れないという課題も明ら

かになった。英語能力到達度指標（ＣＥＦＲ）は、元来ヨーロッパの多言語国家において英

語教育に使用されていたものであり、日本の教育環境には馴染みの薄い項目も含まれている。

例えば調査結果の「Ｉ聞くこと」の「身近な話題に関するラジオの短いニュースなどを聞い

て、要点を理解することができる」という項目では半数が「できる」と感じていない。生徒

たちの多くがラジオのニュースを英語で聞く機会が実生活の中でほとんどないためであろう。

一方、「天気予報」「買い物」「外食」などの言語使用場面はどの教科書でも取り扱っているた

め、多くの生徒が聞いて理解できると感じている。生徒が「できる」と感じるためには、使

用教科書の内容と関連させ、生徒の外国語使用環境を踏まえながらＣＡＮ－ＤＯリストを作

成する必要がある。 
(2) 学習到達目標の更新に関する課題 

今回の調査は、研究員の所属する１１校で実施し、１年生２５３名、２年生８２０名、３

年生５４９名、合計１，６２２名分のデータを回収、分析したものである。各学校でリスト

を作る際には、生徒の学習状況を見極め、リストの作成がゴールとせずに、卒業時及び学年

ごとの学習到達目標が適切であったかどうかを毎年見直すなど、ＣＡＮ－ＤＯリストを継続

的に改訂する必要があると考えられる。 
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